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第
二
回
東
京
ポ
エ
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
第
六
回
世
界
俳
句
協
会
大
会
二
〇
一
一
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夏
の
日
差
し
が
続
く
九
月
の
週
末
、
お
茶
の
水
の
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
第
二
回
東
京
ポ
エ
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
始
ま
っ
た
。
今

回
は
第
六
回
世
界
俳
句
協
会
大
会
と
の

同
時
開
催
。
テ
ー
マ
は
「
神
話
へ
、
そ

の
彼
方
へ
」。
青
い
ポ
ス
タ
ー
は
清
水
国

治
の
イ
ラ
ス
ト
が
印
象
的
。
円
状
に
連

な
る
人
や
木
々
や
動
物
の
姿
に
、
混
沌

と
し
た
神
話
世
界
を
感
じ
る
。

日
本
を
含
む
十
四
国
か
ら
約
六
十
人

の
俳
人
、
詩
人
、
歌
人
が
集
ま
る
。
九

日
（
金
）
の
前
夜
祭
で
は
多
く
の
参
加

者
が
顔
を
合
わ
せ
、
に
ぎ
や
か
な
集
ま

り
と
な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
ま

だ
半
年
。
地
震
や
放
射
能
を
お
そ
れ
て

二
の
足
を
踏
む
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
た
が
、
出
席
者
の
半
数
を
超

え
る
海
外
の
人
た
ち
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
表
情
を
見
せ
て
い
る
。
各
国
の
人
々

が
集
う
中
、
世
界
俳
句
協
会
会
員
の
丹

下
尤
子
や
詩
人
の
新
井
高
子
は
伝
統
的

な
着
物
姿
。
台
湾
の
呉
昭
新
の
親
戚
で
あ
る
ジ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
は
あ
で

や
か
な
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
姿
で
出
席
。

淑
徳
大
学
教
授
松
岡
秀
明
に
よ
る
英
語
と
日
本
語
の
司
会
で
、
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
は
始
ま
る
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
夏
石
番
矢
の
挨
拶
に
続
き
、

来
賓
の
駐
日
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
大
使
ヘ
レ
ナ
・
ダ
ル
ノ
ー
シ
ェ
ク
・
ゾ
ル

コ
や
世
界
俳
句
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
ペ
ー
チ
二
〇
一
〇
を
ハ
ン
ガ
リ
ー

で
主
催
し
た
ユ
デ
ィ
ッ
ト
・
ヴ
ィ
ハ
ー
ル
な
ど
の
挨
拶
が
快
活
に
な
さ

れ
、
日
本
で
他
に
類
の
な
い
国
際
詩
祭
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
談
笑
す
る
人
た
ち
の
間
に
、
自
作
詩
を
朗
読
す

る
各
国
の
詩
人
た
ち
の
言
葉
と
、
ウ
ク
レ
レ
、
中
国
琴
、
馬
頭
琴
の
楽

器
演
奏
が
響
く
。

十
日
（
土
）
の
午
前
は
世
界
俳
句
協
会
大
会
。
協
会
の
会
員
で
は
な
い

が
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
見
て
お
き
た
い
と
い
う
各
国
の
詩
人
も
出
席
し
て
い

る
。
ま
ず
代
表
の
夏
石
番
矢
が
世
界
の
俳
句
の
情
勢
に
つ
い
て
説
明
。
次

回
第
七
回
の
世
界
俳
句
協
会
大
会
が
、
二
〇
一
三
年
九
月
に
南
米
コ
ロ
ン

ビ
ア
の
メ
デ
ジ
ン
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
発
表
。
鎌
倉
佐
弓
か
ら
は
会

計
報
告
。
そ
の
後
、
世
界
俳
句
協
会
の
会
員
が
『
世
界
俳
句
協
会
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
二
〇
一
一
』
か
ら
一
句
ず
つ
を
朗
読
。

じ
ゃ
が
薯
の
花
に
少
年
が
い
る
僕
で
し
た
　
　
　
　
　
田
中
　
陽

ム
ク
ド
リ
の
歌
／
終
止
符
を
打
つ
／
不
眠
の
テ
キ
ス
ト

コ
ル
ネ
リ
ユ
ス
・
プ
ラ
テ
リ
ス
（
リ
ト
ア
ニ
ア
）

大
寒
や
前
立
腺
に
虎
眠
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
木
　
忠
栄

天
国
の
扉
の
鍵
は
今
地
下
金
庫
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
下
　
尤
子

午
後
は
「
詩
と
神
話
―
神
話
へ
、
そ
の
彼
方
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
、
出
演
詩
人
五
人
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
か
ら
始
ま
っ
た
。
司

会
は
大
阪
府
立
大
学
教
授
で
も
あ
る
詩
人
の
細
見
和
之
。
詩
人
の
八
木
忠

栄
の
娘
で
あ
る
八
木
純
子
は
メ
モ
も
と
ら
ず
巧
み
に
通
訳
を
こ
な
す
。
イ

ス
ラ
エ
ル
の
モ
ル
デ
カ
イ
・
ゲ
ル
ド
マ
ン
、
歌
人
の
三
枝
浩
樹
、
同
じ
く

歌
人
の
阿
木
津
英
の
後
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
コ
ル
ネ
リ
ユ
ス
・
プ
ラ
テ
リ

,



ウ
ス
、
台
湾
の
呉
昭
新
が
ス
ピ
ー
チ
。

ゲ
ル
ド
マ
ン
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
テ
ル
ア

ビ
ブ
に
育
っ
た
こ
と
か
ら
、
台
湾
の
呉

は
小
学
校
で
日
本
語
を
覚
え
た
こ
と
か

ら
語
り
始
め
た
。

休
憩
を
は
さ
み
、
い
よ
い
よ
東
京
ポ

エ
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
朗
読
が

ス
タ
ー
ト
。
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
ギ
タ

ー
の
弾
き
語
り
で
友
部
正
人
。
シ
ン
ガ

ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
彼
は
、
日
本

語
と
英
語
で
歌
詞
を
朗
読
し
た
あ
と
、

ギ
タ
ー
ひ
と
つ
で
歌
う
。
心
に
語
り
か

け
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
各
国
の
詩
人
も
大

き
く
拍
手
。
続
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
女
性
詩
人
の
ア
メ
リ
ア
･
フ
ィ
ー

ル
デ
ン
。
歌
人
の
三
枝
浩
樹
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
モ
ル
デ
カ
イ
・
ゲ
ル
ド
マ

ン
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
日
本
語
に
よ
る
朗
読
に
耳
を
傾
け
る
。
ゲ
ル
ド
マ
ン

の
短
詩
に
は
、
俳
句
的
切
れ
が
あ
る
。

韓
国
の
女
性
詩
人
イ
・
ジ
ン
ミ
ョ
ン
ン
の
朗
読
の
後
、
夏
石
番
矢
の

登
場
。
民
族
衣
装
姿
の
ウ
ル
グ
ン
が
馬
頭
琴
を
演
奏
す
る
。
近
刊
俳
句

選
集
『
タ
ー
コ
イ
ズ
・
ミ
ル
ク
』（
レ
ッ
ド
ム
ー
ン
・
プ
レ
ス
、
米
国
）

収
録
の
『
真
空
律
』
と
『
神
々
の
フ
ー
ガ
』
か
ら
朗
読
。
時
に
は
漂
い

広
が
り
、
時
に
は
走
り
舞
う
よ
う
な
馬
頭
琴
の
音
色
が
、
夏
石
の
声
と

追
い
か
け
あ
う
。

火
ノ
洗
礼
ヲ
受
ケ
テ
ハ
小
人
飛
ビ
翔
チ
ヌ

海
底
の
泉
の
む
か
し
む
か
し
か
な

休
憩
を
は
さ
み
、
午
後
四
時
か
ら
第
二
部
。
谷
川
俊
太
郎
、
リ
ト
ア
ニ

ア
の
コ
ル
ネ
リ
ユ
ス
・
プ
ラ
テ
リ
ス
、
歌
人
の
阿
木
津
英
、
俳
人
の
今
井

聖
、
呉
昭
新
、
ア
メ
リ
カ
の
元
気
な
女
性
詩
人
ジ
ョ
イ
エ
ル
・
ミ
ッ
ク
ス

ウ
ィ
ー
ニ
ー
、
自
由
律
俳
人
の
中
塚
唯
人
の
、

宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
は
帰
っ
て
く
る
と
さ
く
ら
散
っ
た

な
ど
の
朗
読
、
さ
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
の
Ts
・
ツ
ォ
ル
モ
ン
の
朗
読
。
彼
の
民

族
衣
装
を
ま
と
っ
た
姿
は
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
武
藤
敬
司
の
よ
う
に
勇
ま
し

い
。
こ
の
頃
か
ら
聴
衆
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
。

質
疑
応
答
コ
ー
ナ
ー
で
は
活
発
な
議
論
も
生
じ
た
。
俳
句
と
は
何
か
と

い
う
問
い
に
は
い
つ
も
多
様
な
意
見
が
噴
出
す
る
。
海
外
の
人
は
禅
や
サ

ト
リ
に
関
係
が
あ
る
と
言
う
が
、
夏
石
は
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
関
係
が
あ
る
」

と
発
言
。

一
連
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
会
場
か
ら
歩
い
て
数
分
の
バ
ー
、
御
茶

の
水
ロ
ス
カ
ボ
ス
で
世
界
俳
句
協
会
パ
ー
テ
ィ
ー
。
こ
こ
で
も
バ
イ
オ
リ

ン
奏
者
に
合
わ
せ
て
詩
や
俳
句
を
朗
読
。
モ
ン
ゴ
ル
人
詩
人
の
声
量
は
す

ご
い
。荒

野
を
飛
ぶ
鶴
を
眺
め
る
者
な
し

Ｊ
・
ヘ
シ
グ
ト
（
内
モ
ン
ゴ
ル
）

芭
蕉
と
俳
句
は
俺
が
あ
こ
が
れ
る
沈
ま
ぬ
太
陽

ハ
ダ
ー
・
セ
ン
ド
ー
（
モ
ン
ゴ
ル
）

こ
の
大
会
二
日
目
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
ぶ
り
に
、
運
営
事
務
局
長
の
石

倉
秀
樹
を
は
じ
め
、
各
実
行
委
員
や
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り
イ
ベ
ン
ト
を

支
え
て
い
る
の
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
な
か
で
も
今
年
「
吟
遊
俳
句
賞

二
〇
一
一
」
を
受
賞
し
た
長
嶺
千
晶
や
会
場
に
も
な
っ
た
明
治
大
学
の
学

生
四
人
が
、
献
身
的
に
受
付
を
こ
な
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
た
。
ビ

デ
オ
撮
影
の
渡
辺
望
、
カ
メ
ラ
の
池
田
匠
に
も
感
謝
。

連
日
飲
み
過
ぎ
の
き
ら
い
は
あ
る
が
、
十
一
日
（
日
）
も
ス
タ
ー
ト
。

最
初
の
朗
読
は
短
歌
の
大
御
所
、
岡
井
隆
。
安
定
感
の
あ
る
堂
々
と
し
た

朗
読
。
新
井
高
子
の
詩
の
朗
読
は
リ
ズ
ミ
カ
ル
。
本
人
が
朗
読
し
て
い
る

映
像
を
流
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
自
分
の
言
葉
を
合
わ
せ
る
。
リ
ア
ル
な
言

葉
が
余
韻
に
聞
こ
え
た
り
、
言
葉
が
音
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
り
、
興
味
深

-

朗読する夏石番矢



い
取
り
組
み
で
あ
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
バ
コ
シ
ュ
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
の
俳
句

の
日
本
語
訳
は
詩
人
の
田
村
雅
之
が
朗
読
。
バ
コ
シ
ュ
の
、

ヌ
ー
デ
ィ
ス
ト
･
ビ
ー
チ
／
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
が
／
メ
ア
ド
の
交
換

に
、
客
席
か
ら
楽
し
い
笑
い
声
が
上
が
る
。
続
い
て
田
村
雅
之
が
自
作
詩

を
朗
読
し
た
後
、
司
会
と
し
て
も
活
躍
す
る
堀
田
季
何
が
三
つ
の
災
害

（
原
爆
、
9
・
11
、
3
・
11
）
と
自
分
と
の
関
わ
り
を
語
り
、
英
語
と
俳
句

を
朗
読
。
最
後
の
一
句
、

俳
句
を
朗
読
し
／
喉
が
渇
く
／
「
今
日
」
９
・
１
１

に
客
席
か
ら
拍
手
。
続
い
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ド
ッ
ク
・
ド
ラ
ム
ヘ

ラ
ー
が
自
ら
ウ
ク
レ
レ
片
手
に
詩
を
朗
読
し
た
あ
と
、
俳
人
岩
淵
喜
代
子
、

そ
し
て
歌
人
内
藤
明
の
次
の
作
品
の
朗
読
へ
と
続
い
た
。

い
く
千
の
鯨
が
浜
に
打
ち
寄
す
る
夜
や
も
し
れ
ぬ
子
の
髪
あ
ら
ふ

午
後
は
「
神
話
と
し
て
の
俳
句
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
五
人
の
詩
人
に

よ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
。
細
見
和
之
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ユ
デ
ィ
ッ
ト
・

ヴ
ィ
ハ
ー
ル
、
堀
田
季
何
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
イ
ス
ト
ッ
ク
・
オ
イ
ソ
ニ

ッ
ク
、
夏
石
番
矢
が
順
番
に
ス
ピ
ー
チ
。
夏
石
は
最
後
に
、「
世
界
的
に
見

れ
ば
、
俳
句
は
５
７
５
と
い
う
形
式
以
外
に
多
数
あ
る
。
５
７
５
は
少
数

派
。
日
本
は
そ
れ
を
ま
だ
理
解
せ
ず
、
大
き
く
遅
れ
て
い
る
」
と
。

朗
読
は
詩
人
の
財
部
鳥
子
か
ら
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
リ
ー
ナ
・
カ
タ
ヤ

ヴ
オ
リ
、
歌
人
の
尾
崎
左
永
子
の
伝
統
的
美
意
識
の
歌
、

炎
天
の
檻
に
飼
は
る
る
孔
雀
ゐ
て
檻
を
宇
宙
と
な
し
た
る
威
厳

な
ど
。
さ
ら
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ラ
ン
ソ
ン
と
続
く
。
圧

倒
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
に
熱
気
を
生
じ
さ
せ
た
の
は
俳
人
の
ギ

ネ
マ
だ
っ
た
。
巫
女
の
よ
う
な
赤
い
着
物
を
ま
と
っ
て
リ
ン
ガ
を
捧
げ
、

摺
り
足
で
歩
い
た
か
と
思
え
ば
横
飛
び
し
、
仰
ぎ
、
憑
か
れ
た
よ
う
に
何

か
口
に
し
て
い
る
と
思
え
ば
、
そ
れ
が
俳
句
な
の
だ
っ
た
。

漆
喰
か
ら
昔
の
男
を
呼
び
戻
す

約
束
は
足
の
小
指
に
結
び
け
り

彼
女
へ
の
大
き
な
拍
手
が
沸
く
な
か
、
会
場
に
は
首
を
か
し
げ
る
人
も

ち
ら
ほ
ら
目
に
つ
い
た
。
そ
の
後
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
イ
ス
ト
ッ
ク
・
オ

ソ
イ
ニ
ッ
ク
の
落
ち
着
い
た
朗
読
が
終
わ
り
、
休
憩
に
入
る
。

再
開
後
は
、
中
国
詩
人
金
中
の
、
夫
人
演
奏
の
中
国
琴
に
合
わ
せ
た
表

現
豊
か
な
漢
詩
の
朗
読
。
そ
し
て
鎌
倉
佐
弓
の
登
場
。

津
波
後
の
太
陽
な
ぜ
欠
け
て
い
な
い

雲
に
か
な
た
の
青
き
力
を
信
じ
た
し

鎌
倉
の
朗
読
は
耳
で
理
解
し
や
す
い
。
朗
読
の
速
さ
や
抑
揚
も
関
係

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
よ
り
も
日
常
的
な
表
現
が
意
識
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
理
解
し
や
す
い
の
だ
ろ
う
。
3
・
11
後
の
不

安
に
根
ざ
し
た
句
が
続
い
た
あ
と
、
明
る
さ
を
感
じ
る
句
を
最
後
に
示

す
。
明
る
い
気
分
の
余
韻
に
希
望
を
感
じ
る
。
詩
人
の
細
見
和
之
、
モ

ン
ゴ
ル
の
ハ
ダ
ー
・
セ
ン
ド
ー
、
歌
人
の
久
々
湊
盈
子
、
詩
人
の
高
橋

順
子
と
続
く
。

夜
は
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
。
会
場
は
リ
バ
テ
ィ
ー
タ
ワ
ー
二
三
階
の
サ

ロ
ン
。
こ
の
日
、
奇
跡
的
に
姿
を
現
し
た
影
富
士
や
美
し
い
東
京
の
夜
景

を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
皆
、
く
つ
ろ
い
だ
よ
う
す
で
よ
く
食
べ
、
よ
く
飲

ん
で
い
る
。
俳
句
、
短
歌
、
詩
の
朗
読
、
さ
ら
に
ペ
ル
ー
仕
込
み
の
笹
久

保
伸
の
現
代
ギ
タ
ー
即
興
演
奏
に
合
わ
せ
て
踊
り
だ
す
人
も
出
て
、
い
つ

ま
で
も
楽
し
い
余
韻
が
残
っ
た
。
早
く
も
次
回
の
開
催
が
楽
し
み
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
時
は
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
詩
祭
の
お
も
し
ろ
さ
を
広
く
伝
え

る
こ
と
に
も
尽
力
し
た
い
。

.


